
平成12年�

20年前の全日本�
バレーボールチーム再結成�

　20年前、金メダルを期待されながらモスクワ五輪不参加となった�
全日本バレーボールチームが別海町で再結成されました。小島監督�
は「合宿中に不参加と聞き、悲しい思い出の土地だが、選手同志で�
も10年、20年会っていない者もいる。皆を会わせてくれた別海町の�
人達に感謝している」と喜んでいました。�
　監督、選手は午前中、中・高校生を指導し、午後からママさんチ�
ームと試合を行いました。�

左から広瀬美代子さん（現・中島）、池内晶代さん（現・竹島）、�
水原利枝子さん（現・伊藤）、横山樹理さん（現・西川）、清水�
睦子さん（現・藤田）、石川喜枝さん（現・黒沢）�
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NEWSまちのできごと�まちのできごと�

九
月
十
日
に
旭
川
市
で
行

わ
れ
た
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
北
海
道
大
会
に
別
海
町

か
ら
二
十
三
名
の
選
手
が
出

場
し
、
男
子
一
五
〇
〇
ｍ
で

別
海
中
学
校
の
吉
田
直
也
君

が
大
会
新
記
録
で
優
勝
し
た

の
を
は
じ
め
、女
子
Ｂ
注

ジ
ャ

ベ
リ
ン
グ
ス
ロ
ー
で
は
上
春

別
中
学
校
の
小
野
寺
友
美
さ

ん
、
女
子
Ｃ
砲
丸
投
げ
で
は
、

別
海
中
学
校
の
菊
地
亜
理
沙

さ
ん
、
女
子
Ｄ
砲
丸
投
げ
で

は
光
進
中
学
校
の
鈴
木
一
三

さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
す
る

な
ど
、
十
八
名
の
選
手
が
上

位
入
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
小
野
寺
さ
ん
と

鈴
木
さ
ん
は
北
海
道
陸
上
競
技
協

会
の
推
せ
ん
を
受
け
、
十
月
二
十

七
日
か
ら
横
浜
国
際
総
合
競
技
場

で
開
催
さ
れ
た
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
全
国
大
会
に
根
室
管
内
で

初
め
て
出
場
し
、
全
国
の
強
豪
選

手
と
競
い
合
い
ま
し
た
。

結
果
は
、
鈴
木
さ
ん
が
総
合
二

十
一
位
、
小
野
寺
さ
ん
は
総
合
三

十
四
位
と
い
う
結
果
で
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
の
活
躍
に
向
け
て
貴
重

な
体
験
を
し
ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上

全
国
大
会
に
出
場

町
内
在
住
で
九
十
歳
に
な
る
方

を
祝
う
「
別
海
町
長
寿
賞
」
を
、

次
の
方
々
が
受
賞
し
、
長
寿
賞
と

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

青
山
　
健
治
さ
ん

中
春
別
２
９
４
の
１

明
治
四
十
三
年
十
一
月
七
日
生

寒
河
江
藤
二
さ
ん

中
西
別
７
１
の
３

明
治
四
十
三
年
十
一
月
五
日
生

信
田
ミ
サ
ク
さ
ん

別
海
寿
町
５
１

明
治
四
十
三
年
十
一
月
五
日
生

写
真
は
全
道
大
会
時
。
前
列
右
か
ら
二
人

目
が
小
野
寺
さ
ん
、
右
端
が
鈴
木
さ
ん

注）ジャベリングスロー
やり投げの基本動作を早期に修

得できるように開発されたもの。
中学生でも手軽に修得できるため、
高校生でやり投げを行う時にスム
ーズな移行が可能。
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「札幌・別海ふるさと会」
定期総会・交流会開催

「札幌・別海ふるさと会」の定期総
会が、11月1日札幌パークホテルで開催
され、別海町からのツアー参加者30名
と会員70名が出席し旧交を温めました。
同会は、今年で設立９年目を迎え、札

幌市及びその周辺にゆかりのある人々
約300人が入会しており、〝ふるさと別
海町の応援団〟として情報交換、特産
物の紹介斡旋、各種イベント等の協力
などに積極的に取り組んでおります。
総会では、数寄芳郎会長のあいさつ

に続き、佐野町長が「来年の町制30周
年には、ぜひ皆さんで訪問してほしい」
と祝辞を述べ、その後の交流会では、
ゲームや話で盛り上がり、参加者は楽
しい一時を過ごしました。

職業奉仕活動表彰受賞
佐藤　信夫さん・鎌田トシ子さん

10月25日、交流館「ぷらと」で職業奉仕活動表彰式が行われま
した。この表彰式は別海ロータリークラブ（千葉実会長）が毎年
行っているもので、職業活動を行い地域の発展に大きな功績のあ
った人を表彰するものです。
今回受賞したのは佐藤信夫さん（79歳・別海宮舞町６）と鎌田

トシ子さん（71歳・別海宮舞町９）の２人。
佐藤さんは、昭和33年に現在地で待望の食料品雑貨店を開業し、

その後はスポーツ用品・文具の店「マルシン」と改称し現在に至
っております。職業の傍ら、商工会理事、体育指導員（委員長）を
歴任され、本町のスポーツ振興・商工業の振興発展に多大な貢献
をされています。
鎌田さんは、昭和31年に精肉店を開業し、その後現在の「まい

ど屋」を開店以来時代のニーズを先取りし、本町の食文化向上の
ため努力しており
ます。また、商工
会婦人部に籍を置
き、信望厚く部長
としての手腕を発
揮され、部員増強
や組織拡大、婦人
部の役割の遂行に
あたりました。

第
二
十
四
回
福
祉
大
会

十
月
二
十
三
日
、
中
央
公
民
館

で
第
二
十
四
回
別
海
町
社
会
福
祉

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

大
会
は
、
福
祉
に
対
す
る
認
識
を

新
た
に
す
る
た
め
住
民
と
福
祉
関

係
者
の
共
通
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
「
支
え
あ
い
心
豊
か
な
福
祉

の
ま
ち
」
づ
く
り
を
目
指
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
佐
野
豊
町
社
会
福

祉
協
議
会
会
長
の
式
辞
に
続
き
、

「
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
」、

「
町
共
同
募
金
会
会
長
表
彰
」、「
全

国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
伝

達
」
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
後
、
白
梅
学
園
短
期
大
学
講
師

の
三
木
和
子
さ
ん
が
「
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

「
税
に
関
す
る
作
文
」表
彰

十
一
月
十
六
日
、
平
成
十
二
年

度
「
税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文
」

の
表
彰
が
別
海
高
校
会
議
室
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
作
文
は
少
し
で
も
税
に
理

解
と
関
心
を
深
め
、
社
会
人
に
な

っ
た
と
き
に
役
立
て
て
も
ら
お
う

と
す
る
も
の
で
す
。

今
回
は
全
道
で
十
人
選
ば
れ
る

最
高
位
の
札
幌
国
税
局
長
賞
に
荒

瀬
理
さ
ん
、
田
中
志
保
里
さ
ん
、

根
室
税
務
署
長
賞
に
今
西
さ
と
み

さ
ん
、
木
嶋
秋
子
さ
ん
が
そ
れ
ぞ

れ
受
賞
さ
れ
、
根
室
税
務
署
長
か

ら
賞
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
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11月8日の「いい歯の日」にちなんだ「いい歯の子」の表彰式が、
町民保健センターで行われました。これは昨年11月から今年10月ま
での、３歳児健診の歯科健診を受けて虫歯が１本もなかった子を表
彰するものです。今年は76人が対象となり、奥田助役から一人ひと
りに賞状と記念品がプレゼントされました。

《
い
い
歯
の
子
ど
も
た
ち
》

綱
川
智
也
く
ん
、
土
田
友
咲
く
ん
、
染
谷
華
香
ち
ゃ
ん
、

内
藤
誉
貴
く
ん
、
山
崎
真
平
く
ん
、
木
下
真
那
穂
ち
ゃ
ん
、

合
田
愛
ち
ゃ
ん
、
葛
西
梨
乃
ち
ゃ
ん
、
川
嶋
友
輝
く
ん
、

及
川
雅
ち
ゃ
ん
、
鶴
田
朋
々
ち
ゃ
ん
、
渡
辺
瑞
穂
ち
ゃ
ん
、

千
葉
紗
矢
香
ち
ゃ
ん
、
小
川
岳
志
く
ん
、
大
関
穂
乃
華
ち

ゃ
ん
、
花
川
愛
ち
ゃ
ん
、
二
瓶
里
紗
ち
ゃ
ん
、
竹
内
貴
寛

く
ん
、
木
村
弥
夢
ち
ゃ
ん
、
島
田
康
太
く
ん
、
高
田
拓
実

く
ん
、
信
田
祥
吾
く
ん
、
中
林
優
輔
く
ん
、
中
根
里
穂
ち

ゃ
ん
、
町
屋
桃
香
ち
ゃ
ん
、
入
倉
潤
郎
く
ん
、
長
尾
ま
ど

か
ち
ゃ
ん
、
山
本
真
悠
子
ち
ゃ
ん
、
野
々
川
亜
美
ち
ゃ
ん
、

中
本
裕
希
ち
ゃ
ん
、
牧
真
也
く
ん
、
石
井
鈴
音
ち
ゃ
ん
、

太
田
拓
馬
く
ん
、
竹
崎
僚
太
く
ん
、
三
宅
正
人
く
ん
、
伊

藤
彩
音
ち
ゃ
ん
、
高
橋
昴
也
く
ん
、
中
島
滉
夢
く
ん
、
三

宮
佳
奈
ち
ゃ
ん
、
松
原
樹
ち
ゃ
ん
、
猿
谷
涼
平
く
ん
、
斉

藤
聖
華
ち
ゃ
ん
、
藤
本
弥
生
ち
ゃ
ん
、
尾
藤
名
津
美
ち
ゃ

ん
、
金
内
寿
里
ち
ゃ
ん
、
伊
勢
正
く
ん
、
廣
瀬
元
春
く
ん
、

中
原
創
く
ん
、
安
達
紗
也
ち
ゃ
ん
、
近
内
祐
介
く
ん
、
吉

田
秀
明
く
ん
、
梅
岡
美
愛
ち
ゃ
ん
、
本
田
純
樹
く
ん
、
原

内
樹
ち
ゃ
ん
、
山
田
浩
暉
く
ん
、
浅
野
凛
太
郎
く
ん
、
青

木
雅
弥
く
ん
、
熊
生
雪
那
ち
ゃ
ん
、
大
坂
史
織
ち
ゃ
ん
、

村
上
峻
樹
く
ん
、
福
澤
侃
也
く
ん
、
島
影
美
希
ち
ゃ
ん
、

稲
村
美
渚
ち
ゃ
ん
、
川
井
玲
菜
ち
ゃ
ん
、
佐
山
は
づ
き
ち

ゃ
ん
、
石
井
カ
イ
ト
く

ん
、
田
中
尚
弥
く
ん
、

小
椋
翔
貴
く
ん
、
菊
田

一
輝
く
ん
、
外
村
千
秋

ち
ゃ
ん
、
藤
岡
麟
太
郎

く
ん
、
神
田
陸
く
ん
、

菊
地
由
真
ち
ゃ
ん
、
高

橋
千
昴
く
ん
、
渡
邊
響

ち
ゃ
ん
、
菅
野
玲
菜
ち

ゃ
ん
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かたりべ 口演会
と　き／1月11日E1時30分～3時30分
ところ／図書館２階視聴覚ホール

30年以上日本各地で口演童話の「かたりべ」とし
て活躍中の川島保徳さんの口演会を開催します。こ
わくて面白い昔話や聞くだけで楽しくなる民話、読
み聞かせの心得、子供が本を好きになるにはどうし
たらよいかなど、子供から大人まで楽しめる内容で
す。
○講師プロフィール

口演かたりべ　川島　保徳 氏　
昭和14年中国生まれ　学生時代に児童文学を志し、

中央大学卒業後、人形劇団に入団。その後、人形劇
団の仕事を経てから本格的な「かたりべ」の活動に
入る。全国の幼稚園、学校、老人ホーム、図書館を
中心に昔話や民話を語り続けている。

新作「布絵本」の紹介
「手作り布絵本サークルたんぽぽ」から布絵本の

新作『だれのうち？』と『のりもの』が寄贈されま

した。『だれのうち？』は家のドアを開けると住んで
いるのがだれかわかるしかけ絵本です。図書館には
小さなお子さんといっしょに楽しめる布絵本がたく
さんありますのでご覧下さい。

図書館のご案内
開館時間／火～土曜日…午前10時～午後６時

日曜日………午前10時～午後４時
休 館 日／毎週月曜日、最終木曜日、祝日、年末

年始

問い合わせ／別海町図書館　　1５－２２６６
※年末年始は12月28日e～１月６日gまで休館　
します。

図書館
通信

第47回別海町少年弁論大会
11月10日、上春別中学校で別海町少年弁論大会が行われま

した。
この大会は、町内の中学生が様々な体験を通じて日頃から

抱いている夢や希望、社会に対して訴えたいことなどを発表
し合い、中学生としての正しい判断力と真摯な態度を培うと
共に明日を担う少年の健全育成に寄与することを目的に毎年、
別海町教育委員会が行っている伝統行事で今年は町内10校か
ら20名が参加しました。成績は次のとおりです。

【個人の部】最優秀賞「走ることが教えてくれた」塩田恭坪（別海中央中３年） 優秀賞「欠点について」高橋
希未（別海中央中３年）、「最近思うこと」佐藤妙子（上春別中３年）、「今を大切に」粂川真紀（西春別中２年）、
「私の夢」稲葉翔子（中西別中２年）、「進路と受験」奥山希望（中春別中３年）【総合の部】優勝／別海中央中
学校　２位／上春別中学校　３位／中西別中学校

北海道海外派遣事業（国際交流研修）参加
10月８日から19日の12日間、北海道青年国際交流事業に町内の豊原で酪農に従事して

いる紫藤有策さん（24歳）が、団員として参加しました。
この事業は社団法人北方圏センターが主催するもので、青年を海外に派遣し、現地視

察や関係者との意見交換などを通じて、国際交流等に対する理解を深め、国際的な視野
を生かした豊かなまちづくりを進める人材を養成のために実施してます。今回、地域活動
としての環境保護（ドイツ・インゴルシュタット）、地域における生涯教育への取り組み（デンマーク・コペ
ンハーゲン及びロスキレ）、市民参加のまちづくり（フィンランド・トゥルク）等先進諸国を視察・研修しま
した。これからの活躍を期待いたします。
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※11月14日　町民保健センターで撮影　（　）内は保護者名�

６ヵ月健診－�

6

12月診療案内�
町立別海病院�

問い合わせ�
町立別海病院総務係  1５ー2311（内線201）�

12

小守　蒔遠くん�
（重雄）�

西山　知里ちゃん�
（和明）�

ち  さと�  し  おん�

長谷部隼一くん�
（正）�

齋藤　　旭くん�
（厚士）�

あさひ�しゅんいち�

合田　衣里ちゃん�
（教之）�

新谷　誠人くん�
（和久）�

まさ  と�え　り�

岩崎　柚希くん�
（信良）�

ゆず  き�

　　　　　小児神経外来�

12月15日f�

　　　担当医師　札幌医大　舘　延忠助教授�

�

　　　　　耳 鼻 咽 喉 科�

12月11日b～12月12日c午前�

　　　担当医師　札幌医大　坪田　　大医師�

12月25日b～12月26日c午前�

　　　担当医師　札幌医大　新谷　朋子医師�

�

　　　　　脳 神 経 外 科�

12月13日d午前�

担当医師　道小児センター　高橋　義男医師�

�

　　　　　皮　　膚　　科�

12月７日e～12月８日f午前�

　　　担当医師　札幌医大　近藤　靖児医師�

12月21日e～12月22日f午前         �

　　　担当医師　札幌医大　南辻　泰志医師�

�

　　　　　外科・整形外科�

　外科診療は毎日、午前のみ診療しています。�

整形外科診療は毎日、午後のみ診療していま�

す。薬は、診療時だけしか処方せんが出ませ�

んので注意願います。�

�

　　　 携帯電話の使用について�

　携帯電話は、病院内の医用電気機器に影響�

を及ぼす場合がありますので、病院内では電�

源を切ってください。�

�

　　　　　 お 知 ら せ�

　年末年始（12月30日～１月８日）の間に薬�

がなくなる方は、休み前に必ず薬をもらって�

おいてください。�
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１月の保健業務予定�
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ゆ　い� れ　お 

石橋　由衣ちゃん�
（憲幸）�

g川　玲央くん�
（龍治）�

たく  と� けんすけ�

中島　拓都くん�
（洋平）�

玉木　健介くん�
（忠）�

な　お� すぐ  る  

菅野　菜緒ちゃん�
（覚）�

久末　優瑠くん�
（敏幸）�

やまと� ゆう  ま�

佐藤　大和くん�
（祥悦）�

渡　　悠馬くん�
（敬丈）�

問い合わせ／町民保健センター（15-0359）�

日�曜日� 予定内容� 場　　所� 時　　間�

9�

11�

15�

16�

〃�

〃�

17�

〃�

18�

19�

〃�

〃�

23�

〃�

25�

26�

29�

30�

31

火�

木�

月�

火�

〃�

〃�

水�

〃�

木�

金�

〃�

〃�

火�

〃�

木�

金�

月�

火�

水�

�

13：00～15：00�

12：30～13：00�

10：00～14：30�

10：00～11：30�

10：00～14：00�

13：00～15：00�

10：00～11：30�

11：00～14：30�

12：30～13：00�

11：00～14：30�

11：00～14：30�

13：00～15：00�

10：00～11：30�

10：00～12：00�

12：30～13：00�

９：30～11：30�

９：30～11：30�

12：30～13：00�

９：30～11：30�
13：00～15：30

母子健康センター�

町民保健センター�

町民保健センター�

西春別ふれあいセンター�

町民保健センター�

母子健康センター�

町民保健センター�

本別海地域センター�

町 立 別 海 病 院�

町民保健センター�

上春別地域センター�

走古丹地域センター�

母子健康センター�

中 春 別 福 祉 館 �

町 立 別 海 病 院�

中 春 別 福 祉 館 �

尾岱沼地域センター�

町民保健センター�

町民保健センター�

母 親 教 室�

１ 才 半 健 診 �

乳 幼 児 相 談�

乳 幼 児 相 談�

別 海 市 街 地 区�
食生活改善講座�

母 親 教 室�

1才3ヵ月歯磨き教室�

別 海 漁 協 地 区�
食生活改善講座�

４ ヵ 月 健 診�

別 海 農 協 地 区�
食生活改善講座�

上 春 別 地 区�
食生活改善講座�

地 区 健 康 相 談 �

母 親 教 室�

地 区 健 康 相 談 �

４ ヵ 月 健 診�

フ ッ 素 塗 布 �

フ ッ 素 塗 布 �

３ 才 児 健 診 �

フ ッ 素 塗 布 �
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伝言板�伝言板�お知らせ�お知らせ�
別海町役場  5-2111�
西春別支所  7-2131　尾岱沼支所（01538）6-2166�
上風連出張所  5-7326　上春別出張所  5-6011�
�

別海町役場  5-2111�
西春別支所  7-2131　尾岱沼支所（01538）6-2166�
上風連出張所  5-7326　上春別出張所  5-6011�
�

平
成
十
三
年
の
新
成
人

平
成
十
三
年
別
海
町
成
人
式
は
、
一

月
七
日
（
日
）
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

中
央
公
民
館
で
挙
行
さ
れ
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
は
九
月
末
日
現
在
で

住
民
登
録
を
調
査
し
た
結
果
を
本
紙
十

一
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後

十
一
月
二
十
七
日
ま
で
に
申
し
出
の
あ

っ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

別
海
＝
遠
藤
加
奈
恵
、
田
村
奈
央
子
、

鬼
木
千
絵
、
磯
田
早
都
美
、
山
田
大
和
、

渡
邊
圭
子
、
松
倉
志
野
、
酒
井
雅
代
、

二
瓶
幸
乃
、
日
野
陽
子
、
上
月
友
絵
、

阿
部
周
一
、
片
岡
哲
也
、
清
水
雅
子
、

大
森
聖
子
、
小
貫
奈
津
美
、
横
田
久
美
、

玉
田
由
香
里
、
土
井
祐
規
、
河
嶋
陽
介
、

佐
竹
由
佳
、
立
崎
直
樹
、
高
森
由
江
、

松
壽
紗
矢
香
、
尾
上
友
子
、
品
堀
さ
く

ら
、
横
山
史
朗
　
中
西
別
＝
中
岡
絵
美
、

山
賀
友
美
、
佐
藤
真
恵
、
根
本
み
ど
り
、

佐
藤
ひ
と
み
、
今
西
大
夢
　
中
春
別
＝

小
幡
真
由
美
、
久
慈
卓
、
佐
藤
麗
、
佐

藤
峰
幸
　
豊
原
＝
菅
野
恵
子
、
浅
井
咲

子
、
村
本
朋
美
　
西
春
別
＝
石
井
晃
、

滝
蘭
、
堀
田
尚
子
、
岡
部
潤
　
西
春
別

駅
前
＝
齊
藤
将
道
、
水
口
は
つ
え
、
吉

田
智
則
　
上
春
別
＝
細
谷
渉
、
吉
田
瞳
、

井
上
智
恵
美
、
小
野
寺
敏
也
、
坂
内
恵

利
子
、
志
田
優
　
尾
岱
沼
＝
安
達
千
春
、

濱
松
麻
耶
、
飯
島
和
也
、
白
、土
い
ず
ほ
、

白
、土
由
香
、
蝋
山
裕
二
、
村
山
角
太
郎

走
古
丹
＝
花
原
努
、
早
瀬
香
澄
　
美
原

＝
竹
内
茜
　
上
風
連
＝
信
田
美
樹
　
本

別
海
＝
吉
野
久
美
子
、
原
あ
す
み
　
町

外
＝
大
山
め
ぐ
み

十
二
月
は
道
税
の

納
税
推
進
強
調
月
間

道
で
は
、
十
二
月
を
「
納
税
推
進
強

調
月
間
」
と
し
て
、
道
税
の
納
税
推
進

に
取
り
組
み
、
滞
納
整
理
の
促
進
に
努

め
ま
す
。

道
税
は
、
住
み
良
い
地
域
社
会
を
作

る
た
め
の
貴
重
な
財
源
で
す
。
皆
さ
ん

の
暮
ら
し
を
支
え
る
道
税
の
納
税
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
根
室
支
庁
総
務
部
税
務

課
納
税
係

（
1
０
１
５
３
２
―
４
―
５
４
４
０
）

平
成
十
二
年
度
福
祉
住
宅
の

建
築
主
助
成
金
給
付
対
象
者

募
集
に
つ
い
て

財
団
法
人
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

住
宅
財
団
で
は
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
の
立
場
で
障
害
者
や
高
齢
者
が
快

適
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

住
宅
の
普
及
、
お
よ
び
支
援
を
図
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
障
害
者
や
高
齢
者
の
社

会
参
加
を
う
な
が
し
、
も
っ
て
福
祉
の

増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

一
、
助
成
対
象

道
内
に
お
い
て
福
祉
住
宅
を
新
築
又

は
改
築
し
、
か
つ
そ
の
住
宅
に
居
住
す

る
建
築
主
で
、
障
害
に
あ
っ
た
福
祉
住

宅
と
し
て
工
夫
さ
れ
た
点
や
今
後
の
ア

ド
バ
イ
ス
等
設
計
・
施
工
・
設
備
上
参

考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
点
等
を
、
写
真

説
明
を
含
め
千
二
百
か
ら
二
千
字
く
ら

い
に
ま
と
め
て
書
い
て
下
さ
い
。

二
、
助
成
金
額

福
祉
住
宅
を
新
築
・
改
築
し
、
か
つ

そ
の
住
宅
に
居
住
す
る
建
築
主
へ
、
財

団
の
助
成
基
準
に
よ
り
十
万
円
か
ら
五

十
万
で
、
総
額
二
百
万
の
範
囲
内
。

三
、
応
募
期
間

平
成
十
二
年
八
月
一
日
〜
平
成
十
三
年

二
月
二
十
八
日
ま
で
。（
当
日
消
印
有
効
）

四
、
応
募
方
法

役
場
（
町
民
福
祉
課
）
に
あ
る
交
付

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

役
場
建
築
課
か
各
相
談
機
関
、
各
関
係

団
体
等
の
推
薦
を
受
け
て
下
さ
い
。

五
、
そ
の
他

交
付
申
請
書
用
紙
及
び
送
付
先
に
つ

い
て
は
、
役
場
町
民
福
祉
課
・
社
会
福

祉
係
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

（
内
線
２
８
４
）

防
火
標
語
ク
イ
ズ
当
選
者

平
成
十
二
年
秋
の
火
災
予
防
運
動
の

一
環
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
防
火
標
語

ク
イ
ズ
の
当
選
者
は
次
の
方
々
で
す
。

◯
当
選
者
／
石
川
伊
三
男（
別
海
）、
稲

村
優
華（
別
海
）、
小
田
島
勉（
別
海
）、

小
原
正
幸（
別
海
）、
笠
井
亜
唯（
別
海
）、

佐
野
敏
昭（
西
春
別
駅
前
）、
清
水
栄
子

（
別
海
）、
外
村
聡
美（
別
海
）、
平
田
陽

介
（
西
春
別
駅
前
）、
前
田
泉
（
中
春
別
）

今
年
の
火
災
件
数
は
十
月
三
十
一
日

現
在
七
件
発
生
し
て
お
り
、
昨
年
の
十

九
件
と
比
較
す
る
と
、
十
二
件
減
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
寒
さ
が
厳
し
く
な
り
ス

ト
ー
ブ
を
つ
け
る
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
の
で
火
気
の
使
用
に
は
十
分
注
意
し
、

火
災
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

別
海
消
防
署

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

審
査
結
果

別
海
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
動
推
進
委

員
会
（
田
保
秀
治
会
長
）
で
は
、
毎
年

「
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
」を
実
施
し

て
お
り
、
今
年
度
（
十
九
回
目
）
の
審

査
結
果
が
決
定
し
ま
し
た
。

◯
学
校
の
部

最
優
秀
賞
／
別
海
中
学
校
、
優
秀
賞
／

上
春
別
中
学
校
、
優
良
賞
／
中
春
別
中

学
校
、
上
西
春
別
中
学
校

◯
地
域
の
部

最
優
秀
賞
／
豊
原
地
区
連
合
会
「
豊
原

ひ
ま
わ
り
会
」、優
秀
賞
／
走
古
丹
町
内

会
、
西
春
別
駅
前
連
合
町
内
会
、
優
良

賞
／
西
春
別
町
内
会
、
別
海
連
合
町
内

会
、
奨
励
賞
／
尾
岱
沼
連
合
町
内
会
、

西
春
別
本
久
町
内
会
「
花
を
愛
す
る
会
」、

上
春
別
町
内
会
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「
支
庁
改
革
に
関
す
る
第
一
次
試
案
」に
　
　

係
る
根
室
支
庁
管
内
市
町
村
長

意
見
交
換
会
の
開
催

道
で
は
支
庁
制
度
に
つ
い
て
、
民
間

有
職
者
か
ら
な
る
支
庁
制
度
検
討
委
員

会
に
お
い
て
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

地
域
の
意
向
を
踏
ま
え
た
実
効
性
の

あ
る
検
討
を
行
う
た
め
、
市
町
村
長
に

よ
る
第
一
次
試
案
に
係
る
意
見
交
換
会

を
公
開
で
開
催
し
ま
す
。

◯
日
時
／
十
二
月
二
十
五
日
（
月
）
午

後
三
時
〜
（
二
時
間
程
度
）

◯
場
所
／
イ
ー
ス
ト
ハ
ー
バ
ー
ホ
テ
ル

（
根
室
市
）

◯
内
容
／
第
一
次
試
案
の
内
容
等
に
つ

い
て
の
説
明
、
第
一
次
試
案
に
対
す
る

市
町
村
長
と
の
意
見
交
換

問
い
合
わ
せ
／
根
室
支
庁
総
務
部
総
務

課
（
1
０
１
５
４
―
４
―
５
４
１
４
）

野
犬
繁
殖
防
止
の
協
力
お
願
い

動
物
愛
護
法
、
町
条
例
に
も
う
た
わ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
人
・
牛
等
へ
の
危

害
や
野
犬
繁
殖
の
原
因
と
な
っ
て
い
る

「
放
し
飼
い
」は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。「
放

し
飼
い
」
は
野
犬
と
見
な
さ
れ
処
分
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
飼
い
犬
は
、
鎖
や

ロ
ー
プ
で
つ
な
ぐ
か
、
お
り
に
入
れ
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
町
で
は
持
ち
込
ま
れ
た
犬
の

処
分
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
あ
く
ま
で

も
狂
犬
病
予
防
の
一
環
で
あ
り
、
飼
い

犬
を
簡
単
に
処
分
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
犬
を
飼
う
場
合
は
大
切
に
飼

え
る
か
ど
う
か
を
充
分
に
検
討
し
て
く

だ
さ
い
。

事
前
に
連
絡
の
な
い
持
ち
込
み
は
受

け
付
け
ま
せ
ん
。

町
民
生
活
係
（
内
線
２
９
５
）

「マルチメディア館」閉館時間変更のお知らせ�
　マルチメディア館の閉館時間が、冬期間次のとおりに変更になり

ます。なお、マルチメディアホール・パソコン研修室・多目的会議

室は午後10時まで利用できます。�

○期間及び時間／12月１日～平成13年３月31日 午前10時～午後９時�

○問い合わせ／マルチメディア館　※毎週月曜日は休館日です。�

　　　　　　　　　　　　 　1５－１１９１　ＦＡＸ５－１１９３�

温水プール休止のお知らせ�
◆別海町民温水プール　12月16日g～３月14日dまで休止�

　　　トレーニング室　12月25日b～１月８日bまで休止�

　トレーニング室は、平日午後１時～午後８時まで、日・祭日は午

　後１時～午後５時　まで利用できます。�

◆西春別温水プール　12月16日g～３月14日dまで休止�

◆尾岱沼温水プール　12月１日f～３月14日dまで休止�

　　　問い合わせ／別海町総合スポーツセンター（５－２８８２）�

○役場、支所、出張所�
　12月30日g～１月８日bまで休み�
○中央公民館、西公民館、東公民館�
　12月30日g～１月６日gまで休館�
○町立別海病院、西春別駅前・尾岱沼診療所�
　12月30日g～１月８日bまで休診�
○町立尾岱沼歯科診療所�
　12月30日g～１月４日eまで休診�
○町立西春別駅前歯科診療所�
　12月29日f～１月４日eまで休診�
○ごみ収集、処理場の受け入れ�
　12月31日a～１月５日fまで休み�
　※１月８日bは収集します�
○し尿収集�
　12月30日g～１月８日bまで休み�
○町立図書館�
　12月28日e～１月６日gまで休館�
○町民体育館�
　12月25日b～１月８日bまで休館�
○北方展望塔�
　12月30日g～１月３日dまで休館�
○マルチメディア館�
　12月30日eから１月８日bまで休館�
○交流センター郊楽苑�
　12月31日a入浴　10時～19時�
　レストラン　11時30分～14時　１月１日から平常営業�

年
末
年
始
の
業
務
案
内�

�
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おめでた・おくやみ�
（10月１日から10月31日届出分まで）�

　　　　　　　　お誕生おめでとう�

　　　　　　　　　　　 （保護者）�

　u後閑　香乃ちゃん（女）賢　一（別　　　海）�

　u田上　雄理ちゃん（男）　悟　（別　　　海）�

　u上林　愛梨ちゃん（女）利　博（尾　岱　沼）�

　u伊勢　　航ちゃん（男）　明　（尾　岱　沼）�

　u太田　司葵ちゃん（男）建　一（床　　　丹）�

　u鈴木　瑠花ちゃん（女）匡　史（別　　　海）�

　u黒江　晃亘ちゃん（男）雄　一（別　　　海）�

　u寺尾　都麦ちゃん（女）真太郎（別　　　海）�

　u牧野ひよりちゃん（女）修　二（豊　　　原）�

　　　　　　　　ご結婚おめでとう�

　u清實　一喜・加藤　靖子さん　（別　　　海）�

　u宍戸　　之・高田美智子さん　（別　　　海）�

　ub木　　仁・久保田裕美さん　（上　春　別）�

　u佐藤　寛敏・阿部　典子さん　（別　　　海）�

　u兼子　信也・佐藤　理香さん　（別　　　海）�

　　　　　　　　お悔やみ申し上げます�

　s　原　幸市さん　（８４歳）　（西春別駅前）�

　s柿本　敬昌さん　（８７歳）　（西春別駅前）�

　s外石　　江さん　（６５歳）　（別　　　海）�

　s関畑　一彦さん　（４０歳）　（別　　　海）�

　s大槻　兼吉さん　（９３歳）　（別　　　海）�

　s長野　安治さん　（９１歳）　（美　　　原）�

郵
便
局
の
ミ
ニ
レ
タ
ー

二
十
一
世
紀
年
賀

押
印
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
に
つ
い
て

平
成
十
二
年
十
二
月
十
五
日
（
金
）

か
ら
二
十
日
（
水
）
ま
で
の
期
間
に
郵

便
窓
口
又
は
ポ
ス
ト
へ
差
し
出
さ
れ
た

年
賀
状
に
「
二
〇
〇
一
、
一
、
一
年
賀
」

の
文
字
や
図
柄
が
入
っ
た
日
付
印
で
押

印
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。
新
世
紀
の

記
念
の
年
賀
状
と
な
る
よ
う
お
早
め
に

お
出
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
年
賀
状
を

お
出
し
に
な
る
際
に
は
次
の
点
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

○
新
郵
便
番
号
と
あ
て
名
は
正
確
に
ご
　

記
入
く
だ
さ
い
。

○
年
賀
葉
書
は
輪
ゴ
ム
等
で
ま
と
め
た

う
え
「
年
賀
」
と
書
い
た
付
せ
ん
を
　

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

○
お
年
玉
付
年
賀
葉
書
以
外
の
年
賀
に

は
表
面
の
見
や
す
い
と
こ
ろ
に
「
年

賀
」
と
赤
書
し
て
く
だ
さ
い
。

○
「
市
内
、
道
内
、
道
外
及
び
私
製
」

別
に
表
示
し
、
方
面
別
に
お
出
し
く

だ
さ
い
。

年
賀
状
版
画
・
絵
手
紙

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集
中
Y

楽
し
く
個
性
豊
か
な
年
賀
状
づ
く
り

の
勧
奨
と
年
賀
状
の
交
換
に
よ
る
心
の

交
流
の
よ
り
一
層
の
拡
が
り
を
目
的
と

し
て
第
五
十
回
全
日
本
年
賀
状
版
画
・

絵
手
紙
コ
ン
ク
ー
ル
が
実
施
さ
れ
ま
す

が
、
た
だ
今
作
品
募
集
中
で
す
。
応
募

作
品
は
、
最
近
の
創
作
で
他
の
コ
ン
ク

ー
ル
等
に
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

締
切
り
は
十
二
月
十
一
日
（
月
）
ま
で
。

一
日
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
開
設

冬
場
に
お
け
る
職
業
相
談
窓
口
と
し

て
、
一
日
移
動
根
室
公
共
職
業
安
定
所

が
開
設
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
利
用
下
さ
い

◯
日
時
／
十
二
月
十
八
日
（
月
）
午
前

十
時
〜
午
後
二
時

◯
場
所
／
交
流
館
「
ぷ
ら
と
」
二
階

問
い
合
わ
せ
／
商
工
労
働
係

（
内
線
４
７
２
）

第30回町民卓球大会・第17回町長杯卓球大会�

参加者募集�
第30回町民卓球大会・第17回町長杯卓球大会�

参加者募集�
開催日時／12月23日（土）
　　　　　　　開場／午前8時30分　開会式／午前9時00分�
　　　　　　　試合／午前9時30分�

会　　場／別海町総合スポーツセンター�
競技種目／町長杯卓球大会（高校・一般の部）�
　　　　　シングルス（男・女）ダブルス（男・女）�
　　　　　町民卓球大会�
　　　　　（小学生の部）シングルス（男・女）�
　　　　　（中学生の部）シングルス（男・女）�
　　　　　（シニアの部）シングルス（男・女）�

参 加 料／シングルス１人�
　　　　　小・中学生は無料　高校・一般300円�
　　　　　ダブルス１組�
　　　　　小・中学生は無料　高校・一般500円�

申 込 先／役場上下水道部下水道課　大畠  5-2111（内線352）�
　　　　　　　産業振興部水産課　千葉  5-2111（内線311）�
　　　　　郵送又はファックス可　FAX 5-2349�

申込期限／12月15日f
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◆
二
十
世
紀
も
残
す
と
こ
ろ
一
カ
月
余

と
な
り
ま
し
た
。
歳
と
共
に
一
年
が
早

く
す
ぎ
る
よ
う
に
感
じ
る
こ
の
ご
ろ
で

す
。
年
末
を
迎
え
て
何
か
と
忙
し
い
こ

と
と
思
い
ま
す
。
万
全
な
態
勢
で
二
十

一
世
紀
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。
▽
初
雪
も

降
り
寒
さ
も
日
一
日
と
感
じ
る
よ
う
に

な
り
冬
本
番
の
様
相
と
な
り
ま
し
た
。

▽
こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
忘
年
会
な

ど
で
飲
酒
す
る
機
会
が
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
暴
飲
・
暴
食
を
避
け
、
又
飲
酒

運
転
等
は
絶
対
に
や
め
、
悔
い
の
な
い

一
年
と
し
た
い
で
す
ね
。

（
Ｋ
）

◆
さ
す
が
。
体
は
歳
を
と
っ
て
も
ボ
ー

ル
に
込
め
ら
れ
る
魂
は
、
ま
だ
お
ち
ぶ

れ
ち
ゃ
い
な
い
。
幻
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
が
復
活
し
た
十
一
月
二
十
四
日
。

自
分
も
少
し
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
体
育

館
に
足
を
運
ん
だ
。
試
合
で
は
、
当
時

エ
ー
ス
ア
タ
ッ
カ
ー
だ
っ
た
横
山
樹
理

さ
ん
の
ス
パ
イ
ク
が
決
ま
る
と
場
内
か

ら
ど
よ
め
き
が
、
そ
れ
を
別
海
チ
ー
ム

が
レ
シ
ー
ブ
す
る
と
歓
声
が
あ
が
っ
て

い
た
。
当
日
、
試
合
は
三
チ
ー
ム
各
一

セ
ッ
ト
の
予
定
だ
っ
た
が
、
別
海
オ
ー

ク
ス
と
の
チ
ー
ム
と
は
熱
が
入
り
、
元

全
日
本
チ
ー
ム
か
ら
体
力
の
続
く
限
り

と
い
う
こ
と
で
も
う
一
試
合
行
っ
た
。

小
島
監
督
も
、
選
手
も
二
十
年
前
を
思

い
出
し
て
い
た
よ
う
だ
っ
た
。
自
分
も

い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
し
、
社
会
に
も
ま

れ
な
が
ら
、
す
ば
ら
し
い
笑
み
を
持
て

る
よ
う
歩
い
て
行
き
た
い
。

（
た
く
）

国�民�年�金�Q & A

ス
ピ
ー

ド

ダ
ウ
ン

シ

ー

ト
ベル
ト

冬道の心の備えは�
万全ですか？�
別海町の交通事故発生状況�
発生45件、死者４名、傷者66名�

前年同期比   （＋10）　　　  （＋１）　    　（＋19）　　 　�

（平成12年１月１日～11月27日）�

「毎月15日は、道民交通安全の日です」�

¡国民年金の手続きをお忘れなく。

夏の間、建築・土木などの会社で働き、厚生年金

などに加入されていた方は、離職と同時に国民年金

への加入手続きが必要です。国民年金担当窓口で、

手続きをしてください。

¡保険料を免除する制度があります。

国民年金は20歳から60歳になるまでの40年間保険

料を納めることが必要ですが、収入が少ないなどの

理由で納めることが困難な方の場合を考慮して、保

険料を免除することができる制度があります。具体

的には、所得や資産の状況等により判断されますが、

保険料の支払いが困難な方は、国民年金担当窓口で

ご相談ください。

社会保険事務相談所開設日

○日時／１月16日c 13時～17時

○会場／中標津経済センター

問い合わせ／国民年金係（内線483）

☆国民年金保険料の納付は、

安心・便利・確実な口座振替・自動払込でY

寄
　
付

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
清
翠
園

▽
中
西
別
中
学
校
（
中
西
別
朝
日
町
）

▽
カ
ネ
カ
碓
氷
勝
三
郎
商
店
（
根
室
市
）

▽
山
本
保
子
さ
ん
（
別
海
宮
舞
町
）
▽

岩
浅
雅
志
さ
ん
（
中
春
別
東
町
）
▽
広

栄
老
友
会
（
中
西
別
）
▽
西
春
別
小
学

校
（
西
春
別
宮
園
町
）

・
社
会
福
祉
協
議
会

▽
岩
浅
雅
志
さ
ん
（
中
春
別
東
町
）
▽

津
田
陽
一
さ
ん
（
尾
岱
沼
潮
見
町
）
▽

高
野
政
次
さ
ん
（
美
原
）
▽
外
石
与
一

郎
さ
ん
（
別
海
旭
町
）
▽
大
槻
文
彦
さ

ん
（
別
海
常
盤
町
）
▽
野
付
漁
協
婦
人

赤
十
字
奉
仕
団
一
同
（
尾
岱
沼
）
▽
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
サ
ン
キ
ュ
ー
の

会
一
同
（
別
海
）

◯
先
月
号
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で

訂
正
し
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
木
工
・
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
サ
ー
ク
ル

代
表
佐
々
木
有
子
さ
ん
（
別
海
常
盤
町
）

と
あ
る
の
は
、
▽
木
工
・
ト
ー
ル
ペ
イ

ン
ト
サ
ー
ク
ル
ハ
ン
ズ
代
表
佐
々
木
有

子
さ
ん（
別
海
常
盤
町
）の
誤
り
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

通
商
産
業
省
で
は
、
工
業
統
計
調
査

及
び
石
油
等
消
費
構
造
統
計
調
査
を
平

成
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
実

施
し
ま
す
。

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む

事
業
所
を
対
象
と
し
て
そ
の
活
動
実
態

を
調
査
し
ま
す
。
ま
た
、
石
油
等
消
費

構
造
統
計
調
査
は
、
産
業
別
、
規
模
別
、

地
域
別
に
我
が
国
産
業
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
提
出
し
て
い
た
だ
く
調
査

票
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
、

調
査
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
統
計
広
報
係

（
内
線
２
２
５
）



べつかい歳時記�

編集／別海町役場　総務部　総務課　統計広報係�
〒086-0205 北海道野付郡別海町別海常盤町280番地�
1（01537）5-2111　FAX 5-0371

○まちの人口／17,181人（－3）　男／8,591人（＋2）・女／8,590人（－5）　○世帯／5,926世帯（＋22）　平成12年10月31日現在�

�

別海町ホームページ　http://www.aurens.or.jp/hp/betsukai/default.htm
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こ
の
広
報
紙
に
は
森
林
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
�

（　）は前月比�


